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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】本発明は、人工知能に基づく検索方法及び装置
を提供する。
【解決手段】該人工知能に基づく検索方法は、検索語を
取得するステップと、ＭＤＰモデルに基づいて、前記検
索語に対応する検索結果を計算するステップと、前記検
索結果を表示するステップと、ＭＤＰモデルによって検
索結果を再び計算し、また再び計算した検索結果を表示
するために、前記検索結果に対するユーザーのフィード
バックを取得するステップと、を含む。該方法は、ユー
ザーとのインタラクションをより効果的に行うことがで
き、ユーザーのニーズをより良く満足させ、ユーザーの
体験満足度を向上させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検索語を取得するステップと、
　ＭＤＰモデルに基づいて、前記検索語に対応する検索結果を計算するステップと、
　前記検索結果を表示するステップと、
　ＭＤＰモデルに基づいて検索結果を再び計算し、且つ再び計算された検索結果を表示す
るように、前記検索結果に対するユーザーのフィードバックを取得するステップと、を含
む、
　ことを特徴とする人工知能に基づく検索方法。
【請求項２】
　前記ＭＤＰモデルのパラメーターは、
　検索語及びコンテキストを採用して示す状態と、
　検索結果を採用して示す行動と、
　前記検索結果に対するユーザーのフィードバックを採用して示すフィードバックと、を
含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記検索語は、
　ユーザーが初期に入力した検索語と、ユーザーに推薦した検索語と、ユーザーにより切
り替えられた検索語と、を含む、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記検索結果は、
　ウェブページ結果とユーザーに推薦した検索語とを含む、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　前記フィードバックは、
　ユーザーが前記ウェブページ結果に対するクリックと、
　ユーザーが前記ユーザーに推薦した検索語に対するクリックと、
　ユーザーが入力した切り替えられた検索語と、
　ユーザーが購買操作をクリックする行動と、
　クリック時間と、
　検索時間と、
　のうち、一つ又は複数を含む、
　ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　検索語を取得するための取得モジュールと、
　ＭＤＰモデルに基づいて、前記検索語に対応する検索結果を計算するための計算モジュ
ールと、
　前記検索結果を表示するための表示モジュールと、
　ＭＤＰモデルに基づいて検索結果を再び計算し、且つ再び計算された検索結果を表示す
るように、前記検索結果に対するユーザーのフィードバックを取得するためのフィードバ
ックモジュールと、を含む、
　ことを特徴とする人工知能に基づく検索装置。
【請求項７】
　前記計算モジュールが採用する前記ＭＤＰモデルのパラメーターは、
　検索語及びコンテキストを採用して示す状態と、
　検索結果を採用して示す行動と、
　前記検索結果に対するユーザーのフィードバックを採用して示すフィードバックと、を
含む、
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　ことを特徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記検索語は、
　ユーザーが初期に入力した検索語と、ユーザーに推薦した検索語と、ユーザーにより切
り替えられた検索語と、を含む、
　ことを特徴とする請求項６又は７に記載の装置。
【請求項９】
　前記検索結果は、
　ウェブページ結果とユーザーに推薦した検索語とを含む、
　ことを特徴とする請求項６又は７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記フィードバックは、
　ユーザーが前記ウェブページ結果に対するクリックと、
　ユーザーが前記ユーザーに推薦した検索語に対するクリックと、
　ユーザーが入力した切り替えられた検索語と、
　ユーザーが購買操作をクリックする行動と、
　クリック時間と、
　検索時間と、
　のうち、一つ又は複数を含む、
　ことを特徴とする請求項９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インターネット技術に関し、特に人工知能に基づく検索方法及び装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　人工知能（Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ、ＡＩ）は、人間の知能
をシミュレーション、延長及び拡張するための理論と、方法と、技術と、応用システムと
を研究、開発する、一つの新たな技術科学である。人工知能は、コンピューター科学の一
つの分枝であり、知能の実質を了解することと、人類の知能に類似した新たな方式で反応
することができる知能マシンの生産することと、を図り、該分野の研究は、知能ロボット
、音声認識、画像認識、自然言語処理及びエキスパートシステム等を含む。
【０００３】
　検索エンジンは、目前のインターネットの一つの重要な応用とし、ユーザーが検索した
情報をユーザーに表示することを目指している。従来の検索システムは、ユーザーが提供
するキーワードだけを索引とし、一連の静態的な結果を表す。但し、実際的に、ユーザー
のニーズは、多く一つの序列化の過程として表現され、ユーザーのニーズに水平または垂
直の拡張が発生する場合、従来の検索システムではユーザーとの本当のインタラクション
をすることができない。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明は、少なくとも関連技術における技術問題の一つを解決しようとする。
【０００５】
　このため、本発明の一つの目的は、人工知能に基づく検索方法を提供することである。
該方法は、ユーザーとのインタラクションをより効果的に行うことができ、ユーザーのニ
ーズをよりよく満足させ、ユーザーの体験満足度を向上させる。
【０００６】
　本発明のもう一つの目的は、人工知能に基づく検索装置を提供することである。
【０００７】
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　前記目的を達成するために、本発明の第１の方面の実施例が提供する人工知能に基づく
検索方法は、検索語を取得するステップと、ＭＤＰモデルに基づいて、前記検索語に対応
する検索結果を計算するステップと、前記検索結果を表示するステップと、ＭＤＰモデル
に基づいて検索結果を再び計算し、且つ再び計算された検索結果を表示するように、前記
検索結果に対するユーザーのフィードバックを取得するステップと、を含む。
【０００８】
　本発明の第１の方面の実施例が提供する人工知能に基づく検索方法は、ユーザーのフィ
ードバックを取得することにより、ユーザーとの数回のインタラクションすることができ
、従ってユーザーとのインタラクションをより効果的に行い、また、ＭＤＰモデルを採用
して検索結果を計算することにより、ユーザーのニーズをより良く満足させ、ユーザー体
験満足度を向上させることができる。
【０００９】
　前記目的を達成するために、本発明の第２の方面の実施例が提供する人工知能に基づく
検索装置は、検索語を取得するための取得モジュールと、ＭＤＰモデルにより、前記検索
語に対応する検索結果を計算するための計算モジュールと、前記検索結果を表示するため
の表示モジュールと、ＭＤＰモデルに基づいて検索結果を再び計算し、且つ再び計算した
検索結果を表示するように、前記検索結果に対するユーザーのフィードバックを取得する
ためのフィードバックモジュールと、を含む。
【００１０】
　本発明の第２の方面の実施例が提供する人工知能に基づく検索装置は、ユーザーのフィ
ードバックを取得することにより、ユーザーとの数回のインタラクションすることができ
、従ってユーザーとのインタラクションをより効果的に行い、また、ＭＤＰモデルを採用
して検索結果を計算することにより、ユーザーのニーズをより良く満足させ、ユーザーの
体験満足度を向上させることができる。
【００１１】
　本発明の付加の方面及び利点が下記の説明において部分的に表れられ、一部が下記の説
明においてより明らかとなり、或は本発明の実行により了解できる。
　本発明の上述及び／又は付加的方面とメリットは、下記の図面を結合した実施形態に対
する説明において、明らかになり、理解されることが容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一つの実施例が提供する人工知能に基づく検索方法のフローチャートで
ある。
【図２】本発明のもう一つの実施例が提供する人工知能に基づく検索方法のフローチャー
トである。
【図３】本発明のもう一つの実施例が提供する人工知能に基づく検索装置の構造図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施例を詳細に説明する。前記実施例の実例が図面において示されるが
、一貫して同一または類似する符号は、相同又は類似のモジュール、又は、相同又は類似
の機能を有するモジュールを表す。以下、図面を参照しながら説明される実施例は例示性
のものであり、本発明を解釈するためだけに用いられるものであって、本発明を限定する
ように理解されてはならない。逆に、本発明の実施例は添付された特許請求の範囲に置か
れる精神及び内包される意味の範囲におけるすべての変化、修正及び均等物を含む。
【００１４】
　図１は、本発明の一つの実施例が提供する人工知能に基づく検索方法のフローチャート
である。図１を参照すると、該方法は、以下のようなステップを含む。
【００１５】
　ステップＳ１１：検索語を取得する。
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【００１６】
　ここで、初期に、ユーザーが検索語を入力して、検索操作を発動することができ、従っ
て検索エンジンは、ユーザーが入力した検索語を受信することができる。
【００１７】
　ユーザーは、テキスト、音声、イメージ等の形式で検索語を入力することができる。
【００１８】
　ステップＳ１２：ＭＤＰモデルにより、前記検索語に対応する検索結果を計算する。
【００１９】
　本実施例において、機械学習技術における「強化学習」（Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ
　Ｌｅａｒｎｉｎｇ）技術に基づき、検索問題を一つのマルコフ決定過程（Ｍａｒｋｏｖ
　Ｄｅｃｉｓｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ、ＭＤＰ）と見なす。
【００２０】
　ＭＤＰモデルは、状態（ｓｔａｔｅ）、行動（ａｃｔｉｏｎ）、フィードバック（ｒｅ
ｗａｒｄ）のようなトリアーデで示す。
【００２１】
　ＭＤＰは、行動Ａとの解を求めるように要求し、その中で解を求めるある方法として、
収益値が最大化する場合の行動を選ぶことであり、下記の式で示す。
【００２２】
【数１】

【００２３】
　前記式で、Ｑの値が最大化する場合のＡの解を求めることを表す。
【００２４】
　ここで、Ｑは収益関数であり、ＳとＡとに関する関数であり、Ｓは、状態（ｓｔａｔｅ
）であり、Ａは、行動（ａｃｔｉｏｎ）である。
【００２５】

【００２６】
　ここで、Ｒは，フィードバック（ｒｅｗａｒｄ）である。初期に，ユーザーがまだフィ
ードバックを産生していないとき、フィードバックは空白であり、値を０で示すことがで
きる。
【００２７】
　上記のＡの解を求める方式は、収益値が最大である策略を適用したものであり、一般的
にＧｒｅｅｄｙと称し、他の解を求める方式を適用することもできる。例えば、Ｅｘｐｌ
ｏｒｅ＆Ｅｘｐｌｏｉｔの方式を適用することであり、Ｅｘｐｌｏｒｅ＆Ｅｘｐｌｏｉｔ
の方式の特徴としては、毎度現在最善であるものを選ぶことではなく、一定の確率により
次善又は良いか否か明確でない策略を選ぶことであり、ε－Ｇｒｅｅｄｙと、Ｓｏｆｔｍ
ａｘと、Ｓａｍｐｌｉｎｇとを含む。
【００２８】
　本実施例において、検索する時、ＭＤＰモデルを導入する場合、ＭＤＰモデルの上記の
トリアーデは、具体的に以下のようなものである。
【００２９】
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　Ｓ＝ｓｔａｔｅ＝検索語＋コンテキストである。ここで、検索語＋コンテキストは、現
在状態に対応する。検索語を例として、異なる状態で検索語は異なってもよい。例えば、
状態により、検索語は、それぞれユーザーが入力した検索語（例えば、初期、ユーザーが
検索操作を発動する時）と、検索エンジンがユーザーに推薦した検索語（例えば、ユーザ
ーが推薦された検索語をクリックする時）と、ユーザーにより切り替えられた後の検索語
（例えば、ユーザーが検索結果に満足しなく、検索を再び発起する時）とである。また、
コンテキストは、例えば、ユーザーの最近の行動、ブラウジング記録等を含む。
【００３０】
　Ａ＝ａｃｔｉｏｎ＝検索結果＝ｄｉｓｐｌａｙ（Ｑｕｅｒｙ、Ｒ）である。ここで、Ｒ
は、通常の形式のウェブページ結果であり、ユーザーのニーズを直接満足させるのに用い
られ、Ｑｕｅｒｙは、検索エンジンがユーザーに推薦した検索語であり、励起誘導に用い
られる。通常の形式のウェブページ結果は、例えば、ＰＣ端末に示すウェブページリンク
、又は移動端末において示すカードの形式の結果である。検索語に対応するＡは、式（１
）により確定できる。
【００３１】
　Ｒ＝ｒｅｗａｒｄ＝ユーザーが表示された検索結果により産生するユーザー行動である
。例えば、ユーザーのクリックの購買行動（例えば、検索結果において商品の購買情報が
表示され、ユーザーはこれに基づき商品を購買した）と、ユーザーがある結果をクリック
して相応するウェブページに進入した後の滞在時間（クリック時間と略称する）と、ユー
ザーが検索過程全体における滞在時間（検索時間と略称する）と、ユーザーが検索結果（
ウェブページ結果及び／又は推薦された検索語）に対するクリックと、ユーザーが入力し
た切り替えられた検索語と、等を含む。
【００３２】
　従って、検索過程における前記Ｓ、Ａ、Ｒ及び上記の式（１）を採用して、検索語に対
応するＡ、即ち、検索語に対応する検索結果を求めることができる。
【００３３】
　ステップＳ１３：前記検索結果を表示する。
【００３４】
　検索エンジンは、検索結果を取得した後、クライアントに送信し、表示することができ
る。
【００３５】
　ステップＳ１４：ＭＤＰモデルにより検索結果を再び計算し、及び再び計算した検索結
果を表示するために、前記検索結果に対するユーザーのフィードバックを取得する。
【００３６】
　通常の検索過程自体は、一回のインタラクション過程であり、本実施例において、ユー
ザーは、検索エンジンと数回でインタラクションし、検索エンジンは、数回でインタラク
ションする時、ユーザーのフィードバックに基づいて検索結果を調整できる。
【００３７】
　例えば、図２を参照すると、数回のインタラクションの検索過程は、以下のようなステ
ップを含むことができる。
【００３８】
　ステップＳ２１：ユーザーが検索操作を発動する。
【００３９】
　例えば、ユーザーは、初期検索語を入力し、検索ボタンをクリックし、その後検索操作
を発動することができる。
【００４０】
　ステップＳ２２：検索エンジンは、ＭＤＰモデルにより検索結果を計算し、検索結果を
表示する。
【００４１】
　検索結果は、ａｃｔｉｏｎ＝　ｄｉｓｐｌａｙ（Ｑｕｅｒｙ、Ｒ）で示す。
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【００４２】
　現在の検索語に対応する検索結果Ａ（ａｃｔｉｏｎ）は、式（１）を採用して計算でき
る。初期に、フィードバックがない場合、フィードバックを空白として処理する。
【００４３】
　ステップＳ２３：ユーザーの第一種のフィードバックを受信する。
【００４４】
　第一種のフィードバックは、ユーザーがあるウェブページ結果をクリックすることを例
とし、図面ではｒｅｗａｒｄ（ｃｌｉｃｋ）で示す。
【００４５】
　ステップＳ２４：検索結果を再び計算し、検索結果を表示する。
【００４６】
　検索結果は、ａｃｔｉｏｎ＝ｄｉｓｐｌａｙ（Ｑｕｅｒｙ、Ｒ）で示す。
【００４７】
　現在の検索語に対応する検索結果Ａ（ａｃｔｉｏｎ）は、式（１）を採用して計算でき
る。ここで、フィードバックは、上記の第一種のフィードバックを適用する。
【００４８】
　ステップＳ２５：ユーザーの第二種のフィードバックを受信する。
【００４９】
　第二種のフィードバックは、ユーザーが検索エンジンにより推薦された検索語をクリッ
クすることを例とし、図面ではＱｕｅｒｙＲ（ｃｌｉｃｋ　Ｑｕｅｒｙ）で示す。
【００５０】
　ステップＳ２６：検索結果を再び計算し、検索結果を表示する。
【００５１】
　検索結果は、ａｃｔｉｏｎ＝ｄｉｓｐｌａｙ（Ｑｕｅｒｙ、Ｒ）で表示する。
【００５２】
　現在の検索語に対応する検索結果Ａ（ａｃｔｉｏｎ）は、式（１）を採用して計算でき
、ここで、フィードバックは、上記の第二種のフィードバックを適用する。
【００５３】
　次に、ユーザーは、ステップＳ２７又はステップＳ２８を実行する。
【００５４】
　ステップＳ２７：ユーザーの第三種のフィードバックを受信する。
【００５５】
　第三種のフィードバックは、ユーザーが検索語を切り替えることを例とし、図面ではＱ
ｕｅｒｙＲ（Ｓｅａｒｃｈ）で示す。
【００５６】
　例えば、ユーザーは、検索結果を取得した後、ウェブページ結果をクリックせず、推薦
された検索語もクリックせず、新たな検索語を再び入力できる。
【００５７】
　次に、検索エンジンは、検索結果を再び計算し、検索結果を表示できる。
【００５８】
　検索結果は、ａｃｔｉｏｎ＝ｄｉｓｐｌａｙ（Ｑｕｅｒｙ、Ｒ）で示す。
【００５９】
　現在の検索語に対応する検索結果Ａ（ａｃｔｉｏｎ）は、式（１）を採用して計算でき
る。ここで、フィードバックは、上記の第三種のフィードバックを適用する。
【００６０】
　ステップＳ２８：終了する。
【００６１】
　例えば、ユーザーは、検索結果を取得した後、後続の検索を行わず、検索過程を終了す
ることができる。
【００６２】
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　上記の内容は三種のフィードバックを例としたが、実際の検索過程において、ユーザー
が上記の三種のフィードバックに限定されず、ユーザーは上記の一種又は任意の二種を行
い、又は他の種類のフィードバックを行えることを理解できる。また、インタラクション
の回数も三回に限定されず、他の回数のインタラクションすることができ、他の回数のイ
ンタラクションする場合、同じまたは異なる種類のフィードバックを適用できる。
【００６３】
　本実施例において、ユーザーのフィードバックを取得することにより、ユーザーとの数
回のインタラクションすることができ、従ってユーザーとのインタラクションをより効果
的に行い、また、ＭＤＰモデルを採用して検索結果を計算することにより、ユーザーのニ
ーズをより良く満足させ、ユーザーの体験満足度を向上させることができる。ひいては、
検索時間をフィードバックの一種とすることにより、行動の確定はフィードバックと関連
されるので、ユーザーが検索の会話でより長い時間滞在できるように、検索時間を最適化
目標とすることができる。検索結果にウェブページ結果及び推薦された検索語を含むこと
により、満足と励起誘導を全体として考えることができる。上記のフィードバックに基づ
き、検索語とウェブページ結果（ｑｕｅｒｙ－ｉｔｅｍ）と、二種の検索語（ｑｕｅｒｙ
－ｑｕｅｒｙ）と、ウェブページ結果と検索語（ｉｔｅｍ－ｑｕｅｒｙ）と等多方面で行
き交う案内と満足を構成し、検索生態の閉ループを効果的に組成することができる。励起
誘導及びフィードバックに基づき検索結果を調整することにより、ユーザーのニーズに対
する水平及び垂直の浄化することができ、単一検索語の召還でなくユーザー検索の過程全
体を更に重要視することになる。
【００６４】
　図３は、本発明のもう一つの実施例が提供する人工知能に基づく検索装置の構造図であ
る。図３を参照すると、該装置３０は、取得モジュール３１と、計算モジュール３２と、
表示モジュール３３と、フィードバックモジュール３４と、を含む。
【００６５】
　取得モジュール３１は、検索語を取得するためのモジュールである。
【００６６】
　ここで、初期に、ユーザーが検索語を入力し、検索操作を発動することにより、検索エ
ンジンは、ユーザーが入力した検索語を受信できる。
【００６７】
　ユーザーは、テキスト、音声、イメージ等の形式で検索語を入力できる。
【００６８】
　計算モジュール３２は、ＭＤＰモデルにより、前記検索語に対応する検索結果を計算す
るためのモジュールである。
【００６９】
　本実施例において、機械学習技術における「強化学習」（Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ
　Ｌｅａｒｎｉｎｇ）技術に基づき、検索問題を一つのマルコフ決定過程（Ｍａｒｋｏｖ
　Ｄｅｃｉｓｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ、　ＭＤＰ）と見なす。
【００７０】
　ＭＤＰモデルは、状態（ｓｔａｔｅ）、行動（ａｃｔｉｏｎ）、フィードバック（ｒｅ
ｗａｒｄ）のようなトリアーデで示す。
【００７１】
　ＭＤＰは、行動Ａを求めることを要求する。この中で、解を求めるある方法としては、
収益値が最大化する場合の行動を選ぶことであり、式（１）で示す。
【００７２】
　一部の実施例において、前記計算モジュール３２が適用する前記ＭＤＰモデルのパラメ
ーターは、
　検索語及びコンテキストを採用して示す状態と、
　検索結果を採用して示す行動と、
　前記検索結果に対するユーザーのフィードバックを採用して示すフィードバックと、



(9) JP 2017-157191 A 2017.9.7

10

20

30

40

50

　を含む。
【００７３】
　一部の実施例において、前記検索語は、
　ユーザーが初期に入力した検索語と、ユーザーに推薦した検索語と、又はユーザーによ
り切り替えられた後の検索語と、を含む。
【００７４】
　一部の実施例において、前記検索結果は、
　ウェブページ結果と、ユーザーに推薦した検索語と、を含む。
【００７５】
　前記フィードバックは、
　ユーザーが前記ウェブページ結果に対するクリックと、
　ユーザーが前記ユーザーに推薦した検索語に対するクリックと、
　ユーザーが切り替えて入力した後の検索語と、
　ユーザーが購買をクリックする行動と、
　クリック時間と、
　検索時間と、
　のうち、一つ又は複数を含む。
【００７６】
　具体的な計算過程は、方法に関する実施例の説明を参照でき、ここではこれ以上詳細に
記述しないことにする。
【００７７】
　表示モジュール３３は、前記検索結果を表示するためのモジュールである。
【００７８】
　検索エンジンは、検索結果を取得した後、クライアントに送信し、表示することができ
る。
【００７９】
　フィードバックモジュール３４は、ＭＤＰモデルにより検索結果を再び計算し、及び再
び計算した検索結果を表示するために、前記検索結果に対するユーザーのフィードバック
を取得するためのモジュールである。
【００８０】
　通常の検索過程自体は一つのインタラクション過程であり、本実施例において、ユーザ
ーは検索エンジンと数回でインタラクションし、検索エンジンは、数回でインタラクショ
ンする時、ユーザーのフィードバックに基づいて検索結果を調整できる。
【００８１】
　数回のインタラクションの検索過程は、図２を参照することができ、ここではこれ以上
詳細に記述することにする。
【００８２】
　本実施例は上記の方法実施例に対応し、具体的な内容は方法の実施例における関連説明
を参照できることを理解でき、ここではこれ以上詳細に説明しないことにする。
【００８３】
　本実施例において、ユーザーのフィードバックを取得することにより、ユーザーと数回
でインタラクションすることができ、従ってユーザーとのインタラクションをより効果的
に行い、また、ＭＤＰモデルを採用して検索結果を計算することにより、ユーザーのニー
ズをより良く満足させ、ユーザーの体験満足度を向上させることができる。
【００８４】
　説明すべきことは、本発明の説明において、用語「第１」、「第２」は、ただ説明の目
的であり、相対的な重要性を示すとか暗示するものであると理解されてはいけない。また
、本発明の説明において、別途の説明をしない限り、「複数」の意味は、少なくとも二つ
である。
【００８５】
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　フローチャートまたは他の方式で説明されるいかなる過程や方法は、一つまたは複数の
、特定ロジック性能または過程のステップの実行できるコマンドのコードのモジュール、
セクターあるいは部分を含む。本発明の望ましい実施方式の範囲は、他の実現を含み、表
示または討論の順序に従わなくてもよい。述べられた機能に基づいて基本的に同時的な方
式または逆の順序で、その機能を実行することができる。これは、本発明の実施例の当業
者に理解できる。
【００８６】
　理解すべきことは、本発明の各部分は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウエア
またはそれらの組み合わせで実現できる。上記の実施形態において、複数のステップまた
は方法がメモリに保存され、適当なコマンド実行システムのソフトウェアまたはファーム
ウエアで実現できる。例えば、ハードウェアで実現する場合、他の実施形態と同じように
、本領域周知の下記の任意一つまたはそれらの組み合わせで実現できる。すなわち、デジ
タル信号に対してロジック機能を実現するロジックゲート回路を有する離散ロジック回路
、ロジックゲート回路を組み合わせた適当な専用ＩＣ、プログラマブルゲートアレイ（Ｐ
ＧＡ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）などである。
【００８７】
　実施例の方法にある全部または一部のステップがプログラムにより関連のハードウェア
を実行することで完成されることは、本技術領域の普通技術者に理解される。前記プログ
ラムは一つの計算機の読み出し書き込み可能な記憶メディアに記憶される。当プログラム
を実行するとき、実施例方法のステップの一つまたはそれらの組み合わせを含む。
【００８８】
　また、本発明の各実施例の各機能ユニットは、一つの処理モジュールに集積され、また
は、各ユニットの単独的な物理存在であり、あるいは、二つまたは二つ以上のユニットが
一つのモジュールに集積されることができる。上記の集積されたモジュールは、ハードウ
ェアの形式、または、ソフトウェアの形式で実現できる。前記集積されたモジュールが、
ソフトウェアの形式で実現され、独立の製品として販売又は使用される場合、コンピュー
ターの読み出し書き込み可能な記憶メディアに記憶されることができる。
【００８９】
　上記の記憶メディアは、読み出し専用メモリ、ディスク、またはＣＤ等であることがで
きる。
【００９０】
　本明細書において、参照用語「一つの実施例」、「いくつかの実施例」、「例示」、「
具体的な例示」、又は「いくつかの例示」などの説明は、該実施例や例示が説明する具体
的特徴、構造、材料、又は特点が本発明の少なくとも一つの実施例や例示に含まれること
を意味する。本明細書において、上記の用語に対する記述が必ずしも同じ実施例や例示を
意味することではない。また、説明される具体的な特徴、構造、材料、又は特点は、任意
の一つやいくつかの実施例や例示において適当な方式で結合されることができる。
【００９１】
　上記の部分において既に本発明の実施例を提示し、説明したが、前記実施例は、ただ例
示的なものであり、本発明に対する限定と理解されてはいけないことが理解できる。本分
野の普通の技術者は本発明の範囲で前記実施例に対する変更、修正、切り替え及び変型す
ることができる。
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